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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 16,510 △3.5 373 △42.1 905 △14.7 580 △25.3

2026年３月期中間期 17,115 5.2 644 90.8 1,060 72.2 776 120.1
(注) 包括利益 2027年３月期中間期 4,450百万円( △2.9％) 2026年３月期中間期 4,584百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 22.34 －

2026年３月期中間期 29.42 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 103,827 82,776 78.4

2026年３月期 101,553 79,829 77.1
(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 81,384百万円 2026年３月期 78,276百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 5.00 － 23.00 28.00

2027年３月期 － 5.00

2027年３月期(予想) － 20.00 25.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,100 0.5 1,630 △20.2 2,650 △6.4 1,540 △16.1 59.42
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.8「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間
連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期中間期 26,400,000株 2026年３月期 26,400,000株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 553,098株 2026年３月期 71,797株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 25,979,074株 2026年３月期中間期 26,398,213株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

親会社株主に帰属する
中間純利益
(百万円)

当中間連結会計期間 16,510 373 905 580

前中間連結会計期間 17,115 644 1,060 776

増減率(％) △3.5 △42.1 △14.7 △25.3

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により景気は緩やかに回復

し、個人消費についても持ち直しの動きがみられました。しかしながら、中東情勢や自然災害の影響、金融資本市

場の変動の影響などから、先行きは不透明な状況が続いております。

こうした中、当社グループに影響を与える広告市況につきましては、不透明な景況感を受け減速気味に推移しま

した。

このような事業環境の下、当社グループの当中間連結会計期間の売上高は、165億10百万円（前年同期比3.5％

減）となりました。

利益面では、営業利益は３億73百万円（前年同期比42.1％減）、経常利益は９億５百万円（前年同期比14.7％

減）、親会社株主に帰属する中間純利益は５億80百万円（前年同期比25.3％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

メディアコンテンツ関連 不動産関連 その他

売上高
(百万円)

営業損失(△)
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

当中間連結
会計期間

15,070 △249 958 557 481 65

前中間連結
会計期間

15,654 △1 967 583 493 62

増減率(％) △3.7 － △0.9 △4.5 △2.4 5.9

(注）売上高については、セグメント間の取引を相殺消去しております。

〈メディアコンテンツ関連〉

「メディアコンテンツ関連」は、主にテレビスポット収入の減少により、売上高は150億70百万円（前年同期比

3.7％減）と減少しました。

利益面においても、主にテレビスポット収入の減少により、２億49百万円の営業損失（前年同期は１百万円の営

業損失）となりました。

〈不動産関連〉

「不動産関連」は、名古屋駅の賃貸ビルにおいて空室が発生した影響などにより、売上高は９億58百万円（前年

同期比0.9％減）、営業利益は５億57百万円（前年同期比4.5％減）となりました。

〈その他〉

ゴルフ場事業、保険代理業などで構成される「その他」は、売上高は４億81百万円（前年同期比2.4％減）、営業

利益は65百万円（前年同期比5.9％増）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産の部

当中間連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて22億74百万円増加し、1,038億27百万円となり

ました。主な増加要因として、保有株式の時価上昇により投資有価証券が60億66百万円、流動資産その他が５億40

百万円それぞれ増加しております。また、主な減少要因として、現金及び預金が26億円、受取手形及び売掛金が18

億30百万円それぞれ減少しております。

②負債の部

当中間連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて６億71百万円減少し、210億51百万円となりま

した。主な減少要因として、流動負債のその他が11億17百万円、未払費用が８億12百万円それぞれ減少しておりま

す。また、主な増加要因として、繰延税金負債が17億56百万円増加しております。

③純資産の部

当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて29億46百万円増加し、827億76百万円となり

ました。これは主に、保有株式の時価上昇によりその他有価証券評価差額金が39億11百万円増加したことによるも

のです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、主にテレビスポット収入が想定を下回り推移しております。費用圧縮に努めるもの

の、売上高および営業利益は前回予想を下回る見通しです。一方、営業外収益における受取配当金の上振れによ

り、経常利益以下につきましては、前回予想を見込んでおります。これにより、2026年５月15日に公表いたしまし

た連結業績予想を下記のとおり修正いたします。

2027年３月期の通期連結業績予想(2026年４月１日～2027年３月31日) (単位：百万円、％)

前回発表予想 今回修正予想 増減額 増減率 前期実績

売上高 35,810 35,100 △710 △2.0 34,942

営業利益 1,790 1,630 △160 △8.9 2,041

経常利益 2,650 2,650 － 0.0 2,832

親会社株主に帰属
する当期純利益

1,540 1,540 － 0.0 1,836
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,151 11,550

受取手形及び売掛金 7,746 5,916

有価証券 700 700

棚卸資産 30 181

その他 2,959 3,500

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 25,588 21,848

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 34,084 34,478

減価償却累計額 △22,275 △22,561

建物及び構築物（純額） 11,808 11,916

機械装置及び運搬具 18,874 18,779

減価償却累計額 △14,182 △14,330

機械装置及び運搬具（純額） 4,692 4,448

土地 16,184 16,184

建設仮勘定 104 44

その他 1,707 1,725

減価償却累計額 △1,280 △1,305

その他（純額） 427 419

有形固定資産合計 33,218 33,014

無形固定資産

のれん 521 476

その他 313 429

無形固定資産合計 834 905

投資その他の資産

投資有価証券 37,049 43,116

退職給付に係る資産 3,804 3,886

繰延税金資産 467 469

その他 696 693

貸倒引当金 △107 △107

投資その他の資産合計 41,911 48,058

固定資産合計 75,964 81,978

資産合計 101,553 103,827
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 247 256

未払費用 3,827 3,014

未払法人税等 718 256

契約負債 470 523

引当金 223 207

その他 2,240 1,122

流動負債合計 7,727 5,382

固定負債

引当金 48 48

退職給付に係る負債 876 829

資産除去債務 129 130

繰延税金負債 8,916 10,673

長期預り保証金 3,996 3,953

その他 27 34

固定負債合計 13,995 15,669

負債合計 21,723 21,051

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金 654 512

利益剰余金 56,174 56,149

自己株式 △58 △621

株主資本合計 58,089 57,359

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,637 21,548

退職給付に係る調整累計額 2,549 2,476

その他の包括利益累計額合計 20,186 24,024

非支配株主持分 1,553 1,391

純資産合計 79,829 82,776

負債純資産合計 101,553 103,827
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 17,115 16,510

売上原価 9,933 10,030

売上総利益 7,181 6,479

販売費及び一般管理費 6,537 6,106

営業利益 644 373

営業外収益

受取利息 22 31

受取配当金 377 503

その他 26 23

営業外収益合計 425 558

営業外費用

支払利息 0 0

租税公課 6 0

固定資産除却損 0 2

投資事業組合運用損 - 20

貸倒引当金繰入額 0 -

その他 0 2

営業外費用合計 8 26

経常利益 1,060 905

特別利益

固定資産売却益 167 -

投資有価証券売却益 - 11

特別利益合計 167 11

特別損失

固定資産除却損 - 0

特別損失合計 - 0

税金等調整前中間純利益 1,228 915

法人税等 424 303

中間純利益 803 611

非支配株主に帰属する中間純利益 27 31

親会社株主に帰属する中間純利益 776 580
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 803 611

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,734 3,911

退職給付に係る調整額 46 △73

その他の包括利益合計 3,780 3,838

中間包括利益 4,584 4,450

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 4,557 4,418

非支配株主に係る中間包括利益 27 31
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

中間連結
損益計算書
計上額

(注) ３

メディア
コンテンツ

関連

不動産
関連

計

売上高

外部顧客への売上高 15,654 967 16,622 493 17,115 － 17,115

セグメント間の内部
売上高又は振替高

16 76 92 147 240 △240 －

計 15,671 1,043 16,714 640 17,355 △240 17,115

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△1 583 582 62 644 0 644

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場事業、保険代理業、

ＯＡ機器販売等を含んでおります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益644百万円は、中間連結損益計算書の営業利益644百万円と調整を行っています。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

中間連結
損益計算書
計上額

(注) ３

メディア
コンテンツ

関連

不動産
関連

計

売上高

外部顧客への売上高 15,070 958 16,029 481 16,510 － 16,510

セグメント間の内部
売上高又は振替高

15 76 92 136 228 △228 －

計 15,085 1,035 16,121 617 16,739 △228 16,510

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△249 557 307 65 373 0 373

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場事業、保険代理業、

ＯＡ機器販売等を含んでおります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益373百万円は、中間連結損益計算書の営業利益373百万円と調整を行っています。



中部日本放送株式会社(9402) 2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

-12-

３．参考資料

㈱ＣＢＣテレビ 売上高の内訳
（単位：百万円、％）

前中間期
（2026年３月期
第２四半期）

当中間期
（2027年３月期
第２四半期）

増減

金額 金額 金額 増減率

テレビ収テレビ収テレビ収テレビ収テレビ収入入入入入 1111111111,,,,,444447777755555 1111100000,,,,,777770000088888 △△△△△777776666677777 △△△△△66666.....77777

タイム収入 3,779 3,766 △12 △0.3

スポット収入 6,615 5,930 △685 △10.4

ＢＰ収入 320 251 △68 △21.5

その他収入 760 759 △0 △0.1

クロスメディア収クロスメディア収クロスメディア収クロスメディア収クロスメディア収入入入入入 333336666611111 444444444488888 8888877777 2222244444.....22222

イベント収イベント収イベント収イベント収イベント収入入入入入 444449999999999 555551111155555 1111155555 33333.....11111

ハウジング収ハウジング収ハウジング収ハウジング収ハウジング収入入入入入 333334444444444 333333333355555 △△△△△99999 △△△△△22222.....66666

グループ請負収グループ請負収グループ請負収グループ請負収グループ請負収入入入入入 7777700000 6666699999 △△△△△00000 △△△△△00000.....11111

合計合計合計合計合計 1111122222,,,,,777775555511111 1111122222,,,,,000007777777777 △△△△△666667777733333 △△△△△55555.....33333

㈱ＣＢＣラジオ 売上高の内訳
（単位：百万円、％）

前中間期
（2026年３月期
第２四半期）

当中間期
（2027年３月期
第２四半期）

増減

金額 金額 金額 増減率

ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入 11111,,,,,111113333366666 11111,,,,,111116666644444 2222277777 22222.....44444

タイム収入 774 758 △15 △2.0

スポット収入 352 394 41 11.7

その他収入 10 12 1 19.8

合計合計合計合計合計 11111,,,,,111113333366666 11111,,,,,111116666644444 2222277777 22222.....44444


